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☆共ＪＢＮ 外１２０４（産業、通信）（０５・１０・２０） 

【産業担当デスク殿】２０３６６ 

◎モバイル業界の地位を確立 

   ４年目に入るＯＭＡ 

 

 【シドニー（オーストラリア）、サンディエゴ（米カリフォルニア州）１９日ＰＲＮ＝共

同ＪＢＮ】モバイル通信関連の国際標準を取り決める業界団体のオープン・モバイル・アラ

イアンス（ＯＭＡ）は、モバイル業界で最も幅広く証明済みで相互運用できるイネーブラー

をリリースし、発足から３年を終える。ＯＭＡがリリースしたイネーブラーは合計３７、加

盟企業は４００社近くに達し、モバイル産業のバリュー・チェーンを橋渡しし、モバイル標

準の国際的な基準を設定する主要団体としての地位を確立した。 

 過去１２カ月間でＯＭＡは１３の新しいイネーブラー候補仕様、２２の改善イネーブラー

候補仕様と、５つの承認済みイネーブラーをリリースした。２００６年にＯＭＡは広範な技

術と期待に基づき、モバイル放送、「プッシュ・ツー・トーク・オーバー・セルラー」およ

び「ファームウェア・アップデート・マネジメント・オブジェクト」に関する新標準のリリ

ースに努める。 

 ＯＭＡのジャリ・アルビネン理事長は「ＯＭＡは世界で認められ、確立した同盟団体に成

長した。創立以来、われわれは最高の品質の革新的な標準をリリースし、維持してきた。こ

の騒然として変化し続けるモバイル産業の中では、最初にサービスを展開することが専売特

 



 

許の実現につながるケースが多い。こうしたサービスが広範に採用されるかどうかは、ＯＭ

Ａのような入念に立証された基準で共同開発を可能にし、異なったメーカーの製品の間で相

互運用が可能かどうかにかかっている」と語った。 

 ２００５年にはまた、ＯＭＡの相互運用プログラム（ＩＯＰ）が大きく前進した。ＯＭＡ

は世界中の異なった場所でＩＯＰの評価イベント（テスト・フェスト）を５回主催し、来月

にはドイツのデュッセルドルフでもう１回催す。１回ごとのテスト・フェストではＯＭＡの

イネーブラーを最大１０まで評価するように今やなっているが、これは各イベントで実施さ

れる評価の規模と範囲が大きく拡大したことを表している。ＯＭＡが評価した製品はこれで

計６００近くに達し、モバイル市場に対するＯＭＡの直接的な影響力を示している。 

 ＯＭＡと他の標準設定団体との渉外活動は進展を続け、ＯＭＡの基盤をさらに強化した。

昨年中に稼動していた対外協力契約は計３４に増加した。さらに、ＯＭＡ標準を参考にする

他団体数も増え、モバイル産業界全体におけるＯＭＡ実績の影響力の増加を示した。ＯＭＡ

はまた、知的財産権に関する方針を改定し、非会員と外部組織との協力関係を強化した。 

 ▽ＯＭＡのリリース・プログラムについて 

 ＯＭＡはこれまで３７のイネーブラーを公開リリースした。ＯＭＡは引き続きイネーブラ

ー標準を認証させるために相互運用プログラムを運営し、会員の製品とサービス向け実施も

行う。イネーブラー・リリース・プログラムは明確な作業プロセスを採用し、それぞれのイ

ネーブラーに対し、２つのカギとなる道しるべをもたらす。 

 ＊候補イネーブラー・リリースは承認済みの公開技術標準のセットをリリースし，これは

製品，ソリューションとして実現することができ、その後に相互運用性をテストする。 

 



 

 ＊承認済みイネーブラー・リリースは、ＯＭＡの相互運用プログラム（ＩＯＰ）を通過し

た候補イネーブラー・リリースを意味する。ＩＯＰではＯＭＡ内部、あるいは外部組織を通

じて相互運用性を評価する。 

 詳細に関しては次のサイトを参照されたい。 

http://www.openmobilealliance.org/release_program/index.html  

 ▽OMA について 

 オープン・モバイル・アライアンス（ＯＭＡ）はモバイル業界にオープン仕様を提供し、

国、事業者、モバイル・ターミナルの別なく有効で、利用者のニーズで推進される相互運用

可能なサービス構築を支援している。モバイル市場を拡大するため、ＯＭＡを支持する企業

は各種の新しい、強化されたモバイル情報、通信、エンターテインメント・サービスの採用

を促進するよう協力している。OMA には、無線市場のバリュー・チェーンの主要なすべて

の部門の貢献者が含まれ、サービスとアプリケーションのタイムリーで効率的な導入に寄与

している。 

 （注）オープン・モバイル・アライアンス（ＯＭＡ）の名称とロゴはオープン・モバイル・

アライアンス社の商標である。  

（了） 

▽問い合わせ先 

Stephen Jones of OMA Communications,  
+1-415-265-7204, or 
sjones@omaorg.org/ 

Web Site：http://www.openmobilealliance.org/release_program/index.html  

 

 



 

 

 


